
算出条件 シュミレーション地区：東京

●SMASH for windows により算出　●２階建て /延べ床面積：120.07 ㎡、開口率：〈Ⅲ地域以南〉26.8％　●４人家族　●エアコン COP：3.0　●暖房：20℃、冷房：26℃・60％

●冷暖房運転：間欠運転　●拡張アメダス気象データー 2000 年版を使用　●住宅断熱仕用：昭和 55 年省エネルギー基準適合レベル　●居室の窓（9窓）にインプラスを設置

●居室の窓（9窓）にレースカーテンを併用　●電気料金：22 円 /kWh,CO2 排出係数：0.39 ㎏ー CO2/kWh  　●スギの木の CO2吸収量：14 ㎏ー CO2/ 本　

インプラスは樹脂製。樹脂はアルミに比べて熱伝導率が

1/1000 程度と、伝熱効果に優れた素材です。

さらに今ある窓との間に生まれる空気層が室内の熱を外

に伝えにくくし、断熱効果を発揮します。外気温の影響

をうけにくい快適な室内環境を実現します。

樹脂製サッシと空気層で

暖冷房効率アップ！

夏の冷房時に家全体に入ってくる熱のうち、

窓やドアの開口部を通るものが 70％以上。

つまり、夏を涼しく快適にするためには、

開口部の「遮熱」と「断熱」がとても

重要です。

遮熱の重要性

外窓とインプラス、その間の空気層が障壁となり、

高い防音効果を発揮します。

気になる音を

入れない、出さない。

住まいのカビ・ダニは、皮膚疾患や喘息

など家族の健康に重大な被害をもたらす

恐れがあります。原因は、結露などの室

内の湿気。インプラスを取付けることで

結露を抑える事ができれば、カビ・ダニ

発生の予防にもつながります。

結露を抑えて、

カビ・ダニの発生を予防。


